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傾聴ボランティア養成講座 受講者募集

大口町 傾聴ボランティア「だんぼ」が運営する傾聴サロン「笑桜会」

　相手の気持ちを尊重しながら、相手の身になってお話をお聴きするボ
ランティアのことです。特に、人と話す機会が少ないお年寄りの方等に
とって、傾聴は元気や心の安定につながると言われており、日本各地でボ
ランティアが活躍しています。
　傾聴は、ボランティア活動だけでなく、家庭や職場等において、豊かな
人間関係を築くことにも役立つコミュニケーション技術。あなたも、傾聴
に触れてみませんか？

「傾聴ボランティア」とは？

日　時

会　場
定　員
対象者

参加費

講　師

主　催 
協　力
申込み

申込先

　　　　6月23日（月）
　　　　6月30日（月）
　　　　7月  7日（月）（全３回講座）
午後１時30分～４時30分
大口町健康文化センター 1階 多目的室
15名（※定員になり次第、受付を終了）
町内在住・在勤で、傾聴やボランティア
活動に関心のある方
500円

大口町社会福祉協議会
傾聴ボランティア「だんぼ」
平成26年4月1日（火）9時から
窓口・電話・ファックスで受け付けます。
大口町社会福祉協議会
電話 94－0060  FAX 94－0059

傾聴士
早 川 一 枝 氏
一宮市傾聴ボランティア
「みみの木」（会員数 約100名）代表

●じぶんの町を良くするしくみ。赤い羽根共同募金
●ふれあいサロン通信
●町内小学校 福祉実践教室
●町内福祉関係団体のご紹介
●ボランティア情報局

2
4
5
6
8

10
11
12
13
14

●介護豆知識
●大口子育て情報　ぎゅっと
●社協トピックス
●福祉車両・車いす等貸出サービス　●ボランティア保険
●心配ごと相談所　●災害義援金報告　●善意だより 

C O N T E N T S

第1回  
第2回  
第3回  
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大口町更生保護女性会様（ヨシヅヤ大口店での歳末たすけあい募金活動）大口町更生保護女性会様（ヨシヅヤ大口店での歳末たすけあい募金活動）

ボーイスカウト大口第1団様ボーイスカウト大口第1団様

兼房㈱様兼房㈱様

　
昨
年
10
月
１
日
か
ら
３
ヶ
月
間
に
わ
た

り
実
施
し
ま
し
た
共
同
募
金
運
動
に
つ
い

て
、
町
民
の
皆
様
、
企
業
・
法
人
様
の
あ

た
た
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
に
よ
り
、
多

大
な
成
果
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
募
金
は
愛
知

県
共
同
募
金
会
へ
納
め
、
募
金
目
標
額
と

し
て
計
画
し
た
事
業
の
事
業
費
と
し
て
今

年
度
大
口
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
配
分
さ

れ
、
地
域
福
祉
推
進
の
貴
重
な
財
源
と
し

て
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
今
後
と
も
共
同
募
金
へ
の
ご
理
解
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

町
民
の
皆
様

バ
ロ
ー
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
大
口
店
、

ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
バ
ロ
ー
大
口
店
、
ア
ピ

タ
大
口
店
、
ヨ
シ
ヅ
ヤ
大
口
店
、（
福
）
愛

生
福
祉
会 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
御
桜
乃

里
・
ケ
ア
ハ
ウ
ス
御
桜
乃
里
、（
福
）
一
期

一
会
福
祉
会 

大
口
一
期
一
会
荘
、（
社
）

尾
北
医
師
会
、
大
口
郵
便
局
、
大
口
南
郵

便
局
、Ｊ
Ａ
愛
知
北
大
口
支
店
、
大
口
町
役

場
、大
口
町
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会
、

大
口
町
更
生
保
護
女
性
会
、
憩
い
の
四
季
、

喫
茶
ほ
ほ
え
み
、（
社
）
大
口
町
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー

募金総額

（平成26年1月31日現在）

2,576,650
76,433

279,840
393,834
20,095

3,346,852

5,274
5
5

28
2

5,314

戸 別 募 金
街 頭 募 金
法 人 募 金
職 域 募 金
その他募金
合 計

区　分 件　数
●赤い羽根共同募金

84,233
20,000
61,416
10,050

175,699

3
2

16
2

23

街 頭 募 金
法 人 募 金
職 域 募 金
その他募金
合 　 計

区　分 件　数

金額（円）

金額（円）
●歳末たすけあい募金

赤い羽根共同募金

共
同
募
金
へ
の
ご
協
力

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
に

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様

大口町内で過去最高の共同募金実績額

平成25年度 最終実績報告

３，５２２，５５１円

（
敬
称
略
・
順
不
同
及
び
略
式
掲
載
）

大
口
町
共
同
募
金
委
員
会　

会
長　

水
野　
多
三
男
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大
口
社
協
で
は
、
毎
年
、
赤
い
羽
根
共
同

募
金
を
活
用
し
て
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の
お
年

寄
り
の
方
等(※

)

に
、
お
せ
ち
料
理
を
お
届
け

し
て
い
ま
す
。

　
町
内
で
は
過
去
、
配
食
サ
ー
ビ
ス
が
年
末

年
始
に
休
業
し
て
困
っ
て
い
る
お
年
寄
り
が

い
る
、と
い
う
地
域
の
課
題
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
社
協
が
民
生
委
員
・
児
童
委
員
さ

ん
の
ご
協
力
を
得
て
、
お
年
寄
り
の
訪
問
見

守
り
活
動
を
兼
ね
、
日
持
ち
の
す
る
お
せ
ち

料
理
の
配
布
を
企
画
。
平
成
19
年
度
か
ら
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
お
せ
ち
料
理
を
受
け
取
っ
た
お
年
寄
り
か

ら
は
、「
毎
年
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。」
と
、
ご

協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
へ
お
礼
状
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

(※
)

対
象
は
、
大
口
町
内
在
住
の
80
歳
以
上
の
単

身
世
帯
、
ま
た
は
80
歳
以
上
の
方
の
み
で

構
成
さ
れ
た
世
帯

　
平
成
25
年
12
月
20
日
、
大
口
一
期
一
会
荘
様

の
談
話
室
の
一
角
に
、
募
金
機
能
付
自
動
販
売

機
を
設
置
い
た
だ
き
ま
し
た
。大
口
町
内
で
は
、

健
康
文
化
セ
ン
タ
ー
１
階
に
続
き
、
２
カ
所
目

の
設
置
と
な
り
ま
す
。

　
大
口
一
期
一
会
荘
様
は
、荘
長
の
萩
岡
氏（
写

真
左
）
を
中
心
に
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
大

切
に
し
た
施
設
づ
く
り
を
実
践
し
て
い
ま
す
。

　
「
地
域
の
皆
様
に
少
し
で
も
お
役
に
立
て
る

施
設
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
近
く
に
お
越
し
の

際
は
是
非
お
寄
り
く
だ
さ
い
。」
と
萩
岡
氏
。

　
自
動
販
売
機
を
利
用
し
た
地
域
貢
献
活
動
の

輪
が
、
町
内
で
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
設
置
に
関
す
る
お
問
合
せ
は
、
大
口
町
共
同

募
金
委
員
会 

９
４―

０
０
６
０
ま
で
。

お
せ
ち
料
理
を

お
届
け
し
ま
し
た

（上）大口町水彩画クラブの皆様が作成した年賀状を添えて

社会福祉法人一期一会福祉会 

大口一期一会荘様 

募金機能付
自動販売機を設置

募金機能付自動販売機って何？

　飲料水を購入すると、その売上の一部が、自動的に赤
い羽根共同募金に寄付される自動販売機のこと。身近な
社会貢献活動（ＣＳＲ推進）として、全国の企業や事業
所等で設置が広がっています。
　町内で設置されているタイプは、協賛する自動販売機
メーカーが、毎月売上の５％を共同募金へ寄付する仕組
み。健康文化センター１階の同自動販売機は、平成25年
度の募金実績額（設置手数料含む）が219,840円となり、
愛知県下で2年連続第１位に輝きました。

？

（左・上）社協職員からおせち料
理を受け取り、ご自宅へお届けす
る民生委員さん
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赤い羽根共同募金

ふれあいサロン通信

毎月第2水曜日 9時～12時 外坪学共
平成26年2月に、めでたく1周年を迎えました。
1月には、尾北ホームニュース1面で、「ほっこり」の積極的
な活動が大きく紹介されました！

外坪地区 「ほっこり」
毎月第１土曜日 9時30分～11時30分 新田集会場

大口一期一会荘の職員さんの指導で、新田地区住民の方、
一期一会荘入居者の方、役場や社協の職員が、全員で体
操。こんな光景、今までなかった?!

大屋敷新田地区 「いっぷく茶屋」

毎週火曜日 10時～12時 おもちゃ図書館内
決められたプログラムがないから、ママたちは安心してお
しゃべりしたり、遊び場を出入りしたり。
自由って楽し～い?!

子育てサロン 「まむ＊まむ」
毎週水曜日 10時～16時 さつきケ丘区防災センター

平成26年2月に防災センターが完成。サロンのリニューアル
オープンを期に、社協も応援することになりました。ますま
す盛り上がっています！

さつきケ丘地区 「サロンさつき」

毎月第3火曜日 13時～15時 憩い処さくら屋内
表紙でも紹介している、傾聴ボランティアのサロンです。今
日はゆっくりお話ができる日！

傾聴サロン 「笑桜会」
毎月第2・4木曜日 13時～16時 健文4階1和室

少人数でゆったりと。お正月にはお餅入りのぜんざいで、ミ
ニ新年会を行いました！

フリースペース 「れんげそう」

NEW
サロン

ボラン
ティア
  募集中！
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町内小学校 福祉実践教室
先生は運転うまいな～

車いすの人を見たら、
何かお手伝いすることが
あるか聞いてね！

見えないと

こわいよ～

盲導犬の名前はどうやって決めるの？

盲導犬って、
何歳になったらなれるの？

何でも
きいてね！

誰もが、いつ車いす生活になるか分からないよ。だから覚えてね！

見えない人と
一緒に動くときは、
必ず声をかけてね～

せ～のっ！

▲10/18  西小学校6年生  車いす体験

▲10/8  北小学校3年生
　視覚障がい者ガイドヘルプ 

▲11/13  西小学校6年生  高齢者疑似体験

▲10/15  北小学校3年生  盲導犬教室

▲9/19  西小学校6年生  手話教室

▲10/8  北小学校3年生  車いす体験

目がよく見えないし、
動きにくいよ～
おじいちゃんって
こんな風なの？！

聞こえない先
生と、

初めて手話で

お話しできた
よ！

はあ～い！

ヴェスタくんの
リュックには何が
入っているの？

　『心のバリアフリー』と題した大西さんの作品が、３５６校７１６編の応募作品中、２４編の優
秀作品に見事入選。愛知県社会福祉協議会より賞状が贈られました。
　車いすの方の言葉に耳を傾け、自分の車いす体験をとおして、心を含むバリアフリーへあた
たかい思いを寄せた作品。各小中学校、大口社協窓口で読むことができます。

大口北小学校6年（当時）
おお にし ろ　 い

福祉体験作文コンクール 入選
大西 蕗莞さん 育て、

福祉の心
第31回
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町内福祉関係団体のご紹介大口社協が
支援しています！

大口町大口町
身体障害者福祉協会

会員数67名

　
大
口
町
身
体
障
害
者
福
祉
協

会
は
、
大
口
町
の
身
体
障
が
い

者
の
福
祉
向
上
や
文
化
活
動
の

支
援
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
振
興

を
目
的
と
し
て
、
昭
和
33
年
に

創
設
さ
れ
た
、
当
事
者
の
団
体

で
す
。

　
身
体
に
不
自
由
が
あ
っ
て

も
、
仲
間
と
と
も
に
生
き
生
き

と
暮
ら
し
た
い
。
そ
ん
な
思
い

を
も
つ
会
員
が
定
期
的
に
つ
ど

い
、
季
節
の
行
事
、
研
修
会
、

講
演
会
、
近
隣
市
町
の
身
障
協

会
と
の
交
流
等
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
身
障
協
会
で
は
、
随
時
新
し

い
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

大口町遺族会
会員数209名

　
遺
族
会
は
、
太
平
洋
戦
争
に

お
い
て
戦
地
等
で
亡
く
な
ら
れ

た
戦
没
者
遺
族
の
全
国
組
織
と

し
て
、
昭
和
22
年
に
創
設
さ
れ

ま
し
た
。
主
に
、
戦
没
者
の
慰

霊
、
遺
族
の
福
祉
の
増
進
・
生

活
相
談
等
の
事
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
大
口
町
遺
族
会
で
は
、
全
国

戦
没
者
追
悼
式
、
愛
知
県
護
国

神
社
等
の
参
拝
、
大
口
町
平
和

祈
念
事
業
に
お
け
る
慰
霊
祭
等

に
出
席
。

　
ま
た
、
平
和
の
尊
さ
・
命
の

尊
さ
を
次
世
代
に
伝
承
す
る
こ

と
を
目
的
に
、
毎
年
、
大
口
中

学
校
平
和
学
習
会
で
行
わ
れ
る

平
和
記
念
講
演
会
に
講
師
を
派

遣
し
て
い
ま
す
。

  

平
成
25
年
度
も
、
広
島
県
平

和
記
念
資
料
館
か
ら
被
爆
体
験

証
言
者
を
お
招
き
し
、
講
演
会

を
行
い
ま
し
た
。

　
大
口
町
母
子
寡
婦
福
祉
会

は
、
母
子
家
庭
及
び
寡
婦
の
福

祉
向
上
を
目
的
と
し
た
団
体
で

す
。
戦
後
ま
も
な
く
、
母
子
福

祉
会
と
し
て
戦
後
遺
児
の
た
め

の
支
援
を
行
う
団
体
と
し
て
全

国
に
広
ま
り
、
の
ち
に
母
子
寡

婦
福
祉
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
会
で
は
、会
員
相
互
の
親
睦
、

生
活
意
欲
の
向
上
を
図
る
た
め

の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
母
子
家
庭
の
生
活
相
談

●
ク
リ
ス
マ
ス
贈
物
配
布
事
業

●
入
学
・
進
学
祝
品
配
布
事
業

●
会
員
の
交
流
と
親
睦
を
は
か

る
目
的
の
日
帰
り
旅
行
、
研

修
会
等

　女性部は毎年、交通安全グッズを制作。町民へ配布し、交
通安全を呼びかける活動を続けています。
　身体の不自由さを知る当事者だからこそ、町民の皆様に身
体を大切にして欲しい、交通事故がな
くなって欲しい、との祈りを込めた活
動です。
　手作りのグッズには、「交通事故がな
くなりますように」と書かれたメッセー
ジカードが添えられています。

11/29  交通安全グッズを町へ寄贈
町長へ手渡す女性部山田氏、佐藤会長

12/4  町内スーパーで、江南警察署・
商工会婦人部の皆様とグッズを配布

大口町
母子寡婦福祉会

会員数44名

平和記念講演会に出席する遺族会会員と中学生
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し
ら
ゆ
り
会
大
口
支
部
は
、
こ
こ

ろ
の
病
を
も
つ
人
の
家
族
会
。
家
族

ど
う
し
が
助
け
合
い
、
こ
こ
ろ
の
病

を
も
つ
当
事
者
の
回
復
を
助
け
、
社

会
復
帰
で
き
る
よ
う
活
動
し
て
い
ま

す
。

　
昭
和
51
年
、
江
南
保
健
所
管
内
の

家
族
に
よ
り
、
尾
北
し
ら
ゆ
り
会
が

発
足
。
当
事
者
が
通
う
施
設
『
し
ら

ゆ
り
・
ワ
ー
ク
』『
さ
く
ら
・
ワ
ー
ク
』

の
運
営
も
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
大
口
支
部
は
、
平
成
23
年
度
に
新

た
に
発
足
し
ま
し
た
。
会
員
は
現
在

４
名
と
少
数
で
す
が
、
奇
数
月
の
第

１
土
曜
日
、
午
前
10
時
か
ら
健
康
文

化
セ
ン
タ
ー
２
階
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

室
で
例
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
例
会
で
は
、
同
じ
悩
み
を
も
つ
家

族
が
、
知
っ
て
お
き
た
い
公
的
制
度

や
、
講
演
会
・
学
習
会
の
参
加
等
に

つ
い
て
、
情
報
交
換
し
て
い
ま
す
。

ご
家
族
の
方
、
気
軽
に
立
ち
寄
っ
て

く
だ
さ
い
。

　
平
成
24
年
７
月
か
ら
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
力
を
合
わ
せ
、『
フ
リ
ー

ス
ペ
ー
ス
れ
ん
げ
そ
う
』
の
運
営
も

行
っ
て
い
ま
す
。（
Ｐ
．４
右
下
参
照
）

大口町しらゆり会大口支部 会員数4名

大口町大口町
心身障害児(者)親の会

会員数43名 会員数は平成2６年２月２８日現在のデータ。
各団体に関するお問い合わせ・入会希望等は、
大口社協 ９４－００６０まで

　平成25年12月8日、健康文化セ
ンターほほえみホールにおいて、
クリスマス会を開催しました。
　日頃『親の会』を温かく見守り
支えてくださる鈴木町長をはじめ、
町職員、丹羽ライオンズクラブ、
民生委員・児童委員、ボランティ
アの皆様をお招きし、総勢115名
が参加しました。

　喜寿会によるショーでは、鳩マ
ジックにびっくり！マジック体験や
踊り、ビンゴゲームで、会場は大
いに盛り上がりました。
　とってもゆかいなサンタクロース
さんからは、お菓子やケーキのプ
レゼント！笑顔いっぱいのクリスマ
ス会となりました。

　平成26年2月6日、大口町・扶桑町の
会員60名が参加し、『逃げ遅れる人々  東
日本大震災と障害者』のDVDを視聴しま
した。
　障がいがあるということは、災害時には
普段以上のハンディとなります。未曾有の
大災害の中、障害を持つ人々に何が起き
たのかを知り、日頃
の心がまえの大切さ
を改めて認識した研
修会となりました。

　
大
口
町
心
身
障
害
児
（
者
）

親
の
会
は
、
昭
和
54
年
に
４
人

の
親
た
ち
が
「
知
的
・
身
体
に

障
が
い
」
を
も
つ
わ
が
子
の
幸

せ
を
願
い
、
地
域
で
生
活
で
き

る
仕
組
み
の
充
実
を
求
め
よ
う

と
、
仲
間
の
親
た
ち
に
呼
び
か

け
て
発
足
し
ま
し
た
。
大
口
町

内
在
住
・
大
口
町
内
の
事
業
所

を
利
用
し
て
い
る
心
身
障
害
児

（
者
）
を
保
護
・
養
育
し
て
い
る

保
護
者
で
結
成
さ
れ
た
会
で
す
。

　
発
足
時
は
12
名
だ
っ
た
会
員

は
、
現
在
43
名
。
健
康
文
化
セ
ン

タ
ー
１
階
の
『
喫
茶
ほ
ほ
え
み
』

を
活
動
拠
点
と
し
て
、
心
身
障
害

児
（
者
）
の
福
祉
増
進
と
会
員
相

互
の
親
睦
・
連
絡
調
整
等
を
中
心

に
活
動
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
会

員
で
立
ち
上
げ
た
『
ケ
ア
ホ
ー
ム

を
つ
く
る
実
行
委
員
会
』
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
近
隣
市
町
の
『
親

の
会
』
と
交
流
を
は
か
り
、
研

修
や
情
報
交
換
を
行
い
な
が
ら
、

会
員
の
資
質
向
上
に
努
め
て
い

ま
す
。
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ボラ連協 って な に??… ぁ
　ボラ連協とは「大口町ボランティア連絡協議会」のことです。運営は、大口町社会
福祉協議会に登録しているボランティアサークルが、自主的な活動としておこなってい
ます。平成26年１月現在で、33の団体が登録しています。

　７月12日、ボラ連協とボランティアセ
ンター運営委員会合同研修会をおこない
ました。33名で豊田市キューピー（株）
挙母工場へ行き、新鮮な卵でマヨネーズ
が作られることや、卵の色のお話などが
聞けました。時間のある限り、サークル
間の交流を図ることもできました。

　８月１９日、高齢者疑似体験う
さぎとかめのメンバーが児童セン
ターで出前講座をしました。

　９月１３日、日比野好伸氏に
よる「発酵食材を活用して美
味しく健康アップ」でしょうゆ
麹とスィートチーズ作りをおこ
ないました。

　定例会は２部制になっています。１部は活動の反省や情報交換、
２部は講習会や研修会を企画・実施しています。
　では平成25年度の様子を、のぞいてみましょう～。

定例会ってどんなことをするの？

ボランティア総会（２年に１回）
ボランティア連絡協議会定例会（奇数月）
ボランティア連絡協議会役員会（偶数月）
ボランティア研修会（年１回）

主な活動は？

　５月１０日、健康生
きがい課　管理栄養
士　永津久美子氏に
よる「血管を守るた
めの食生活について」
　○×クイズや食生
活チェックなどとても
わかりやすくお話して
いただきました。
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■編集後記■　取材･作成／編集ボランティアOZ
　先日、娘が就職活動用の履歴書に貼る小さな写真を見せてくれました。スッキリした髪型で少し
微笑んだ女の子が真っすぐにこちらを見ています。一瞬、誰だかわかりませんでした。聞けば、今
や履歴書の写真は「営業系用」「事務系用」「接客系用」… など業種によって、その表情やメイク
などを変えるそうです。へぇ～と感心しながら、いよいよ社会へ飛び出していく娘に、がんばって
と声をかけました。娘の心にも満開の桜が咲くことを祈って… 

　１１月８日、日本赤十
字愛知県支部事業部講
習課　仙田八千代氏に
よる「健康増進と生活
習慣病について」
　口腔ケア、高齢期の
食生活、災害時の健康
維持についてなどいろ
いろなお話をしていた
だきました。そのお話を聞き、参加者から次回
の研修会（1/10）は「災害時のポリ袋調理は
どうか」の提案がでました。

　１２月１５日、西尾張ブロックボラン
ティアフェスティバルが、あま市で開
催されました。ボラ連協からは、なで
しこさんが手芸品販売のブースを出展
し、バッグや小物入れ等が飛ぶように
売れました。売上の一部の25,000円
は社協へ寄付されました。

　米、野菜ジュース、トマトジュース、さつ
まいもを魔法の米炊き袋に入れます。白菜
と麺つゆや、その他冬瓜、南瓜、人参な
どいろいろな野菜にすき焼きのたれやシ
チューの素を入れます。それぞれの袋を大
きな鍋に入れて煮て、できあがり～。

　平成26年１月10日、災害救援ボランティアメ
ンバーによる「災害時の食事～ハイゼックス米・
ポリ袋調理」の研修会がおこなわれました。

★感　想★
●野菜本来の味が出て美味しかった。
●野菜ジュース入りのご飯はとても美味しく一番人気でした。
●じゃがいもと人参でシチュー味は美味しかった。
●かぼちゃは、柔らかく一番扱いやすく、どの味もよかった。
●ビニール袋を利用して非常時の食事について学べてよかった。
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りんごや柿は
薄くスライスに

1㎝角位の
さいの目切り

食べにくい、飲みこみにくいと感じる食事はどんなものでしょうか？
固い以外に、サラサラ（水分がゆるくてむせやすい）、パサパサ（水分が少なくて固い）、ボロボロ
（口の中でバラバラになり、まとまらない）、ベタベタ（粘着力が強くて飲みこめない）等です。
このような食感を切り方や調理法で工夫すると、食べやすく飲みこみやすい食事になります。

❶切り方の工夫
　柿やりんごを薄くスライスすると、厚みがなくなる為、
食べやすくなります。ただし、１cm角程度のさいの目切
りにするのは控えた方がいいでしょう。ちょうど気管に入
りやすい大きさなので、注意が必要です。
　また、野菜の皮を固く感じたり、噛み切りにくかったり
する場合は、湯むきや厚めに皮をむくことで軽減できます。

❷調理法の工夫
　柔らかく調理することを心掛けましょう。ご家族と同じメニューでも、少し長
く煮込むといいです。
　焼き物はホイルで包み焼きにすると蒸し焼きになり、水分が加わる為、しっと
りと仕上がって飲み込みもスムーズになります。
　揚げ物で衣が固い場合は、さっと煮汁にくぐらせたり、ソースあんかけにした
りすると、食べやすくなります。
　みそ汁等の水分でむせてしまう時や、ひき肉等ボロボロする食材の場合は、片
栗粉等でとろみをつけることも有効です。
　お茶でむせてしまう時には、ゼリーやゼリー飲料等を代用しても良いでしょう。

❸食材の工夫
　それでも、どうしても食欲がわかない場合は、まず好きな物
を食べてみましょう。好きな物は食べたい！おいしそう！とい
う欲求から、食事が進むものです。そして、のどごしの良いも
のを選んでみましょう。のどごしの良いものは、水分も一緒に
たくさん摂ることができます。少量を多くの回数に分けて食べ
てみましょう。

食事は健康の源　何より口から食べることが大切です。
口から食べることによって、私達は初めておいしい、満足したと感じます。

ひと工夫でいつもの食事を食べやすくし、食事を楽しみながら健康を保ちましょう。

ゴールデンライフvol.26 P42ｰ43 引用

●片栗粉でとろみをつけて
●揚げ物は煮汁やあんを
　かけて

うどん・豆腐・プリンなど、
好きな物やのどごしの良い
ものを
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大口町内の親子の遊び場の紹介です。友だちづくりや集団生活に役立ててください。

●各児童センターでも、遊びの広場を行っています。お問い合わせください。

★場　所　健康文化センター２階　プレイルーム　他　(詳しくは広報をご覧ください)
★日　時　第１・３木曜日
★費　用　無料
★内　容　乳幼児をもつ親が日々の子育てに役立つことや、子育てが楽しくなるよう

なプログラムを用意しています。また、子育て中の親にとって情報交換の
場となることを目的としています。

★運　営　子育て団体連絡協議会
★連絡先　福祉こども課　94－1222　

親子ふれあい広場

★場　所　子どもと文化の森交流広場　(余野１－153・余野神社横)
★日　時　月・火曜日　10:00～12:00(祝日・第５週は休み)
★費　用　１組300円╱回
★内　容　絵本や木のおもちゃがいっぱいのスペースです。子どもを見守る

スタッフが３・４人いて、いろんな世代の方とおしゃべりしなが
ら、ゆったりと時間を過ごせます。

★連絡先　子どもと文化の森　94－1223

ちゃいるど・すぺーす尾北

★場　所　健康文化センター２階　おもちゃ図書館
★日　時　火曜日　10:00～12:00
★費　用　無料
★内　容　どなたでも気軽に参加でき、楽しく遊べるいこいの場です。
★運　営　支援ボランティア　なすび～ず
★連絡先　大口町社会福祉協議会　94－0060

子育てサロン  まむ  まむ

★場　所　健康文化センター２階　おもちゃ図書館
★日　時　第２土曜日・第３木曜日　10:00～15:00
★内　容　目や耳の不自由な子ども達が一緒に楽しめるおもちゃも用意してあります。

第２土曜日は、おもちゃの貸出を行っています。(登録制・利用料なし)
★連絡先　大口町社会福祉協議会　94－0060

おもちゃ図書館さくら

【編集】特定非営利活動法人「まみー
ぽけっと」
【ＨＰ】
http://www.geocities.jp/mammy
pocket2003/index.html
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社協トピックス Topics

南海トラフ巨大地震がきたら、
沿岸部被災地への後方支援は必ずいる。
大口町の皆さん、
覚悟をもって「その日」に備えて。

社会福祉法人 遠野市社会福祉協議会

常務理事  佐藤 正市 氏

　
震
災
か
ら
３
年
。
大
口
社
協

で
は
、
平
成
23
年
度
に
始
め
た

東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
事
業

を
き
っ
か
け
に
、
現
在
も
岩
手

県
の
遠
野
社
協
と
連
携
を
継
続

し
て
い
ま
す
。

　
平
成
26
年
１
月
31
日
、
大
口

社
協
合
同
研
修
会
を
開
催
し
、

社
協
理
事
・
評
議
員
、民
生
委
員
・

児
童
委
員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

企
業
、
行
政
関
係
者
の
皆
様
、

社
協
職
員
の
総
勢
95
名
が
出
席
。

　
遠
野
社
協
の
佐
藤
氏
を
講
師

に
お
招
き
し
、「
遠
野
市
社
会
福

祉
協
議
会
が
携
わ
っ
た
東
日
本

大
震
災 

後
方
支
援
活
動
と
は
」

と
題
し
、
講
演
を
行
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
震
災
時
、
甚
大
な
被
害
を
受

け
た
岩
手
県
沿
岸
部
で
は
、
人

も
物
も
場
所
も
不
足
し
、
支
援

を
直
接
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で

き
な
い
状
態
で
し
た
。

　
佐
藤
氏
は
当
時
、
内
陸
部
の
遠

野
社
協
事
務
局
長
。
震
災
直
後
の

混
乱
の
中
、
遠
野
社
協
は
、
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
設
置

し
、
沿
岸
部
の
支
援
に
乗
り
出
し

ま
し
た
。
全
国
か
ら
来
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
受
け
入
れ
、
送
迎
か
ら

宿
泊
先
・
活
動
資
材
の
確
保
、
バ

ス
・
燃
料
の
確
保
、
避
難
所
へ
の

物
資
輸
送
と
い
っ
た
緊
急
対
応
を

次
々
実
行
。 

  

同
時
に
、
被
災
者
の
ニ
ー
ズ

を
明
ら
か
に
し
て
機
動
的
な
支

援
を
行
う
た
め
、
60
を
超
え
る

民
間
団
体
と
連
携
し
、『
遠
野
ま

ご
こ
ろ
ネ
ッ
ト
』
を
結
成
。
全

員
参
加
型
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
毎

晩
重
ね
、
延
べ
９
万
人
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
参
加
す
る
こ
と
と

な
る
後
方
支
援
拠
点
を
確
立
し

ま
し
た
（
こ
れ
は
後
に
、「
遠
野

モ
デ
ル
」と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
）。

　
「
震
災
後
、
約
３
ヶ
月
間
１
日

も
休
み
が
と
れ
な
か
っ
た
時
期

が
あ
っ
た
。我
な
が
ら
よ
く
や
っ

た
。」
と
振
り
返
る
佐
藤
氏
。

　
や
が
て
来
る
「
そ
の
日
」
を

覚
悟
し
て
迎
え
る
た
め
、
私
た

ち
は
、
今
後
も
遠
野
社
協
の
経

験
と
教
訓
に
学
び
、
連
携
を
続

け
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
す
。

　
こ
の
寄
贈
は
、
愛
知
県
生
命

保
険
協
会
様
が
、
社
会
貢
献
活

動
と
し
て
行
っ
て
い
る
も
の
。

愛
知
県
社
会
福
祉
協
議
会
の
審

査
に
よ
り
寄
贈
先
が
決
定
し
ま

す
。

　
大
口
社
協
が『
ふ
れ
あ
い
号
』

を
寄
贈
い
た
だ
く
の
は
、
こ
れ

で
３
台
目
。独
自
事
業
で
行
う
、

高
齢
者
の
方
に
対
す
る
生
活
支

援
等
の
巡
回
に
利
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　
新
し
い
『
ふ
れ
あ
い
号
』
は
、

15
年
間
走
り
続
け
た
１
台
目
に

代
わ
り
、
町
内
の
皆
様
の
お
役

に
立
つ
こ
と
と
な
り
ま
す
。

2/14 寄贈式

『ふれあい号』スズキ アルトバン
バックドアに寄贈主様のロゴ入り

福祉巡回軽自動車『ふれあい号』寄贈
ありがとうございました
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福祉車両・車いす等貸出サービス
お問合せ先：大口社協  94－0060

社協の福祉車両（軽自動車）

※車いすの乗降操作は、事前に説明しますので安心して
　ご利用ください。標準型車いす１台のみ対応。

●ボランティア活動保険
　事前申し込みが可能。月の初日（１日）
から活動を計画している場合は、前月
中に手続きをお願いします。
  補償期間は、平成26年4月1日から平
成27年3月31日。中途加入については
加入申込手続きの完了した日の翌日か
ら平成26年3月31日となりますので、
ご注意ください。

●ボランティア行事用保険
　民間のボランティア活動推進団体が
主催者となって、ボランティア活動に
関わる行事を行う際の、主催者及び参
加者のケガ（傷害事故）と、主催者が
賠償責任を負った事故を補償する、行
事用保険も取り扱っています。

※加入条件、対象となるボランティア活動・行事内容等、詳しくはお問い
　合わせください。　お問合せ先：社協ボランティアセンター 94－0060

ボランティア保険
　無償のボランティア活動だからこそ、保険に加入して
おく必要があります！大口町在住の個人ボランティアの
方、町内のボランティアサークル・ＮＰＯ法人は、大口
社協ボランティアセンターの窓口で手続きができます。

利用条件　①車いす利用者が大口町に居住している、ま
たは大口町に居住する方の親族等が、大口
町に滞在し必要とするとき

②貸出車両の保管場所を確保できる方
③運転手を確保できる方

貸出期間　２日以内（週末・祝日はお問合せください）
利用料金　走行距離10㎞につき100円
貸出方法　事前に電話等で予約が必要。貸出当日、社協

窓口で申請書を提出後、健康文化センター正
面玄関前で貸出車両をお渡しします。

普通型車いす 松葉杖

※車椅子は、自走式と介助式があります

利用条件　①利用者が大口町に居住している、または大
口町に居住する方の親族等が、大口町に滞
在し必要とするとき

②１ヶ月以上の利用の場合は、１ヶ月毎の
更新手続きができる方

貸出期間　必要に応じて延長可能
利用料金　年間500円（１週間以内は無料。１週間を超

える利用は、維持管理費として500円の協
力金が必要）

貸出方法　貸出当日、社協窓口で申請書を提出後、その
場で貸出品をお渡しします。
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心配ごと相談所 
平成26年度開設日程

●母子自立支援相談
第1水曜日  10:00～15:30

　経済問題、就労、進学、各種手続き等に
関するひとり親家庭のための相談。女性の
母子自立支援員が対応します。

●女性相談
第1・第3水曜日  10:00～15:30

　家庭、離婚、人間関係、介護、子育て、Ｄ
Ｖ等に関する女性のための相談。女性相談
員が対応します。

●高齢者・障がい者の弁護士相談
第４水曜日  13:30～16:30

※予約制  予約受付  電話 94-0060
　ご高齢の方、障がいをお持ちの方やその
ご家族が安心して暮らしていくために、弁
護士が身近な心配ごとの相談にのります。
相談時間はおおむね30分間ですので、あら
かじめ相談内容をまとめてきてください。

　大口社協では、身近な心配ごとや悩み
ごとの相談ができる「心配ごと相談所」
を開設しています。専門の相談員が対応
し、秘密は厳守されますので、安心してご
相談ください。ご家族や福祉関係者から
の相談も可能です。

　  内容

月 　

母子自立支援相談
女性相談

10:00～15:30
女性相談

10:00～15:30
高齢者・障がい者の
弁護士相談
13:30～16:30

４月
５月
６月
７月
８月
９月
10月
11月
12月
1月
2月
3月

2日（水）
7日（水）
4日（水）
2日（水）
6日（水）
3日（水）
1日（水）
5日（水）
3日（水）
7日（水）
4日（水）
4日（水）

16日（水）
21日（水）
18日（水）
16日（水）
20日（水）
17日（水）
15日（水）
19日（水）
17日（水）
21日（水）
18日（水）
18日（水）

23日（水）
28日（水）
25日（水）
23日（水）
27日（水）
24日（水）
22日（水）
26日（水）
24日（水）
28日（水）
25日（水）
25日（水）

社協相談室

第30回大口町
障がい者スポーツ大会
6/14（土）開催

災害義援金
報　告

　平成26年度は、大口町中央
公民館の耐震工事が予定され
ているため、例年より早い時
期に大会を開催します。
日　時：平成26年6月14日（土）
　　　　午前9時30分受付開始
　　　　午前10時開始
　　　　（終了予定は午後2時）
場　所：大口町中央公民館
　　　　集会室
参加費：無料
参加要件：「身体障害者手帳」、
「療育手帳」、「精神障害者
保健福祉手帳」をお持ちの
方及びそのご家族の方
申込先：大口町社会福祉協議会
電　話：94-0060
ＦＡＸ：94-0059

　大口社協の窓口では、災
害義援金を募集していま
す。ご協力いただいた皆様
ありがとうございました。
※東日本大震災義援金の募集
期間は、平成26年3月31日
までのため、後日改めてご
報告します。

埼玉県台風18号災害義援金 1,777円
埼玉県竜巻災害義援金 1,777円
平成25年滋賀県台風18号災害義援金 1,261円
平成25年9月京都府台風18号災害義援金
 1,261円
フィリピン台風30号災害 支援金 653円
千葉県茂原市台風26号災害 731円
伊豆大島等台風26号災害東京都義援金
 2,803円
（※同一の金額は、2件に按分して送金したものです）

善意だより
　社会福祉に役立ててほしいと、大
口町社会福祉協議会にあたたかい寄
附・寄贈が寄せられました。厚くお礼
申し上げますとともにご報告します。
順不同(12月1日～2月28日 取扱い分)

大口町老人クラブ連合会 様
 30,450円
ボランティア なでしこ 様 25,000円
江南モラロジー女性クラブ 様
 10,000円
大口町建設協力会 様 100,000円
ダンスサークル大口　会長 吉川 弘雄 様
 41,000円
匿名希望 24,000円
匿名希望 3,592円
匿名希望 100,000円
匿名希望 10,000円
若鮎会 様 プレゼント用お菓子17個
匿名希望 シルバーカー１台大口町老人クラブ連合会 様

お知らせ


